
工業 
 科目 環境化学実習 （必修） 

授業時数 5 単位 

 環境化学科 履修学年 3 学年 

 

目 標 
工業の見方・考え方を働かせ，実践的・体験的な学習活動を行うことなどを通して，社会を支え産業の発展を担う職業人とし

て必要な資質・能力の育成を目指す。 

 

●学習内容 

１学期 50時間 ２学期 70時間 ３学期 55時間 

第 1分野 化学技術 

液体の密度と粘度の測定 

分配律の実験 

吸着平衡の滴定 

第 2分野 機器分析 

吸光光度分析  

原子吸光分析 

４４ 

 

 

 

４４ 

高速液体クロマトグラフィー  

ガスクロマトグラフィー 

第 3分野 環境科学実習 

流量測定 濾過  

回分精留実験 

 

 

４４ 

 

 

 

第 4分野 分析化学 

油脂の分析  

石炭の発熱量の測定 

有機酸の定量 
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教材  授業の進め方 

工業化学実習指針 

工業化学実習 1・2（実教出版） 

 座学との関連を図り学習の効果を高めるようにする。課題研究の課題設定との関連

を図るなど，関係する科目との連携を図り，効果的な学習となるよう工夫する。安全衛

生，技術者として求められる倫理，環境及びエネルギーへの配慮などについては，

実習作業の適時・適切な機会において具体的に指導し，技術者としての使命や責任

を自覚するよう総合的に理解できるよう工夫する。作業における安全衛生について

は，実習施設・設備の安全管理に留意し，事故の防止及び衛生管理に努め，排気

や，廃棄物や廃液などの処理についても十分配慮し，環境汚染の防止などに努め

る。 

 

●身に付ける能力とそのレベル 

評価の観点 知識・技能（技術） 思考力・判断力・表現力 主体的に取り組む態度 

評価規準 

活用できる 

（できる） 

工業の各分野の学習活動で身に

付けた知識を実際の作業に即し

て総合的に関連付けて理解すると

ともに，実際のものづくりの現場で

活用することができる技術を身に

付けている。 

工業の各分野の技術に関する課

題を見いだし，単に生産性や効率

だけを優先するのではなく，工業

製品が社会に与える影響に責任

をもち，科学的な根拠に基づき工

業技術の進展に対応し解決するこ

とができる。 

工業の各分野に関する技術の向

上を目指し，実際の作業を通して

自ら学び，工業の発展に主体的

かつ協働的に取り組む態度を身

に付けている。 

習得する 

（わかる） 

工業の各分野の学習活動で身に

付けた知識を実際の作業に即し

て総合的に関連付けて理解して

いる。 

工業の各分野の技術に関する課

題を見いだし，単に生産性や効率

だけを優先するのではなく，工業

製品が社会に与える影響に責任

をもち，工業技術の進展に対応し

解決することができる。 

工業の各分野に関する技術の向

上を目指し，実際の作業を通して

自ら学び，工業の発展に協働的

に取り組もうとしている。 

評価方法 
テスト・レポートノート・課題・プリン

ト・授業観察 

テスト・レポートノート・課題・プリン

ト・授業観察 

テスト・レポートノート・課題・プリン

ト・授業観察 

第 1分野から第 4分野をグループに分かれてローテーションしながら履修 



単元別 評価規準 

 第１章 要素実習 

評価の観点 知識・技能（技術） 思考力・判断力・表現力 主体的に取り組む態度 

評価規準 

活用でき

る 

（できる） 

工業に関する要素的な内容につい

て工業の各分野での学びを踏まえ

て理解するとともに，工業に携わる

者として必要な技術を身に付けて

いる。 

工業の各分野に関する技術に着目

して，工業に関する要素的な内容

に関する課題を見いだすとともに解

決策を考え，科学的な根拠に基づ

き結果を検証し改善することができ

る。 

工業の各分野に関する要素的な

内容について自ら学び，工業の発

展に主体的かつ協働的に取り組

むことができる。 

習得する 

（わかる） 

工業に関する要素的な内容につい

て工業の各分野での学びを踏まえ

て理解している。 

工業の各分野に関する技術に着目

して，工業に関する要素的な内容

に関する課題を見いだすとともに解

決策を考えることができる。 

工業の各分野に関する要素的な

内容について自ら学び，工業の発

展に取り組むことができる。 

第２章 総合実習 

評価の観点 知識・技能（技術） 思考力・判断力・表現力 主体的に取り組む態度 

評価規準 

活用でき

る 

（できる） 

工業に関する要素技術を総合化し

た内容について工業の各分野で

の学びを踏まえて理解するととも

に，工業に携わる者として必要な

技術を身に付けている。 

工業の各分野に関する技術に着目

して，工業の各分野に関連する

個々の要素技術を総合化した技術

に関する課題を見いだすとともに解

決策を考え，科学的な根拠に基づ

き結果を検証し改善することができ

る。 

工業の各分野に関する要素技術

を総合化した内容について自ら学

び，工業の発展に主体的かつ協

働的に取り組むことができる。 

習得する 

（わかる） 

工業に関する要素技術を総合化し

た内容について工業の各分野で

の学びを踏まえて理解している。 

工業の各分野に関する技術に着目

して，工業の各分野に関連する

個々の要素技術を総合化した技術

に関する課題を見出すとともに解

決策を考えることができる。 

工業の各分野に関する要素技術

を総合化した内容について自ら学

び，工業の発展に取り組むことが

できる。 

第３章 先端実習 

評価の観点 知識・技能（技術） 思考力・判断力・表現力 主体的に取り組む態度 

評価規準 

活用でき

る 

（できる） 

工業に関する先端的技術に関わる

内容について工業の各分野での

学びを踏まえて理解するとともに，

工業に携わる者として必要な技術

を身に付けている。 

工業の各分野に関する技術に着目

して，工業の各分野に関連する先

端的技術に関する課題を見いだす

とともに解決策を考え，科学的な根

拠に基づき結果を検証し改善する

ことができる。 

工業の各分野に関する先端的技

術に関わる内容について自ら学

び，工業の発展に主体的かつ協

働的に取り組むことができる。 

習得する 

（わかる） 

工業に関する先端的技術に関わる

内容について工業の各分野での

学びを踏まえて理解している。 

工業の各分野に関する技術に着目

して，工業の各分野に関連する先

端的技術に関する課題を見出すと

ともに解決策を考えることができる。 

工業の各分野に関する先端的技

術に関わる内容について自ら学

び，工業の発展に取り組むことが

できる。 

 


